
森のおさんぽ 
 

1 ねらい 

 

親子（幼児）で自然での活動を通して触れ合い交流を深めるとともに、自然の中での活動の良さを味わう。 

 

２ 指導のポイント 

（１） ゲームを通して、土や葉の感触を味わいながら歩き、 

自然に親しむことができるようにする。 

（季節ごとに味わえる自然物を紹介する） 

 

（２）親子でふれあいながら、協力して行う。(親子行事の場合)  

2 コースと所要時間 

  スタート：つどいの広場となり芝生広場 

  ゴール ：第３営火場 

（説明 5分、 活動 30～40分 振り返り 5分） 

 

 

 

 

3 準備物（施設） 

  ・森のおさんぽシート（グループで 1枚）・探検バッグ  

・看板見本  ・看板設置地図 ・鉛筆 

  

※ 各団体には、肌をあまり露出しない服装、ブルーシート、帽子、飲み物等必要に応じて準備してもらう。 

 

 

4 出発前の説明・準備 (用具等を配布) 

①グループを作り、グループごとにシートを配付する。 

②看板の絵を確認しチェックしながら、コースを進み、ゴールを目指します。 

③ゴールの第 3営火場は高くて見晴らしの良い丘です。 

そこに着いたら、県南青少年の家に向かい「ヤッホー」と叫びます。 

④帰り道は、安全に気を付けてお好きな道をお戻りください。 

 

まとめ・感想発表 

⑤参加者（親子）の感想を聞く。 

活動の間で見つけたいきものや自然物について話題にし、まとめとする。 

 

県南青少年の家 

幼児対象プログラム 

確認事項 

 ・事前の下見を行う。（草刈りの有無。ゴール場所確認） 

 ・危険物（ヘビ、ウルシ）の確認 ・動物の死骸や糞の確認。 

 ・熱中症に留意し、水分補給を適宜行うよう団体担当者に確認。 

ゴール 

スタート 


